














































































た に が い と
垣内郁
い く よ  
余、阿部　雅美、川口　好美、石丸　昌美、
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【背景】Ａ病院では日本赤十字社救護規則に則り、平成12年度から
「救護員としての赤十字看護師研修（全12時間）」を企画運営してき
た。当初は入職年数ごとの全体研修を義務付けていたが、キャリア
開発ラダー導入後、赤十字研修は自主参加研修に位置付け、勤務時
間外で実施することとした。業務の都合で参加できずに断念する看
護師も多く、予定されていた入職後3年間で所定の研修を終了する
ことができない対象者も増えてきた。「救護員としての赤十字看護
師」として登録者数も減少し、平成21年3月以前入職者の75％が登
録済みであるのに対し、平成21年4月以降入職者の47.8％が登録済
みに留まっている現状があった。より登録者数を確保するため、平
成24年度より、赤十字看護師研修を卒後2年もしくは3年目対象の全
体研修および対象年数外看護師の自主参加研修に対応できる運営を
行った。
【活動成果】1）研修参加者が前年度に比べて4倍になったため、追
加研修を実施した。2）平成24年度「救護員としての赤十字看護師」
に登録された看護師は前年度に比べ5倍となった。3）映像や救護救
援関係者からの活動報告を通して98％の参加者が赤十字事業に興
味がわいたと答えている。4）グループワークやクイズを通して、
87％の参加者が赤十字の基本理念を考える機会や災害訓練を通して
の救護体験に意義があったと答えている。また、赤十字看護師とし
て自分に何が出来るか考える機会になったと答えている。
【今後の課題】1）赤十字の理解を深めるため、より効果的な教授法
の開発を進めていく。2）今年度も未登録者の10％が登録できるよ
う計画的な研修運営と広報を勧めていく。
Y2-10
東日本大震災の経験を踏まえた大規模災害実
動訓練を実施して
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【はじめに】2011年に発生した東日本大震災では当院が位置する石
巻医療圏（石巻市・東松島市・女川町）では医療機関のみならず行
政機能までも失う未曽有の大災害となった。このような状況下にお
ける被災地最前線の災害拠点病院ではこれまでの標準的なトリアー
ジエリアでは対応困難な状況となり様々な部門の設置が必要となり
対応した。
【目的・方法】東日本大震災から1年以上が経過し今後も起こり得る
巨大地震・津波に備え災害対策マニュアルの改訂並び検証を実施す
ると伴に職員の防災意識維持を目的とした。訓練は11月3日（土）
三陸沖を震源とするM9.0の地震並び大津波が発生し多数傷病者が発
生し沿岸部全域で甚大な被害が発生したという想定で関係機関と連
携し半日の日程で行った。
【結果】訓練開始直後よりマニュアルに基づく災害対応が行われ、1
分後には院内放送、5分後には災害対策本部を立ち上げ、全従業員
がマニュアルに基づく行動を開始し45分後にはトリアージエリア並
び新たな新設部門の設置が完了し、受け入れを訓練開始した。当日
の傷病者等想定が300名程度と少なかったため予定時間より早く終
了する結果となった。
【考察・結語】医療機関のみならず行政機能までも失う未曽有の大
災害発生時においては病院機能を維持した災害拠点病院には傷病者
以外の被災者が殺到する状況となる。今回の訓練では傷病者以外の
被災者も想定したが確保できる人数に限界があり訓練想定とのずれ
が発生した。今後は行政機関等との連携を強化すると伴に地域を巻
き込み住民参加型の訓練体制を整備しより実践的な訓練を実施した
いと考える。
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